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午前１０時００分 開議

○議長（堀 光雄君） おはようございま

す。

出席議員は定足数に達しておりますので、

会議は成立いたします。

これより、本日の会議を開きます。

本日の議事は、お手元に配付しております

議事日程第３号をもって進めます。

─────────────────

◎日程第１ 市政に対する一般質問

○議長（堀 光雄君） 日程第１ 市政に対

する一般質問を行います。

西村盛男議員の登壇を願います。

西村議員。

○１３番（西村盛男君） おはようございま

す。１３番、かがやきの西村盛男でございま

す。

早速ではございますが、通告に従いまし

て、市政に対する一般質問をさせていただき

ます。

行政問題の１点目、子ども・子育て支援に

ついてであります。

昨年の国内における子供の出生数は、国の

統計開始以来、初めて８０万人を割り込み、

国立社会保障人口問題研究所が２０１７年に

公表した推計よりも１０年以上早く少子化が

進む危機的状況であるとの新聞報道がござい

ました。

現在、国におきましては、少子化対策を最

重要政策に位置づけ、様々な課題の克服に向

けた議論が今まさに進められているところで

ありますが、仕事と子育てを両立できる環境

整備や子育てに対する負担感や経済的不安定

の解消など、少子化に直結する子育て環境の

充実を求める声が多く聞かれます。

一方、地方自治体では、国の動向を見守る

だけではなく、限られた権限、財源の中に

あっても独自に子ども・子育て支援の充実に

向けた取組が進められてきており、青森県内

におきましても、子ども医療費無償化や小中

学校における給食費無償化など、子育て世代

の経済的な負担軽減を図るための施策に取り

組む自治体が増加傾向にあります。

一概に子ども・子育て支援と申し上げまし

ても、その内容は多岐にわたるものであるこ

とは認識しておりますが、やはり子育て世代

の市民からは経済的負担の軽減を必要とする

声が聞かれる中、この町の未来を担う世代を

守り育てるためにも、そして、子育てをする

なら三沢が一番と市民が誇れる町を目指すた

めにも、さらなる子育て環境の充実が必要で

あると思います。

市長は御自身のマニフェストにおいて子育

て支援を最重要政策に掲げ、これまで各種施

策に取り組んでこられた中で、昨年１２月定

例会の一般質問では、１８歳までの子ども医

療費無償化を表明されましたが、今後、２期

目出馬に当たり、新たなマニフェストも公表

されることとは思いますが、どのような思い

の下、子ども・子育て環境のさらなる充実に

向けた取組を進めていかれるのかお伺いいた

します。

次に、２点目、奨学金返還支援制度の創設

についてお伺いいたします。

独立行政法人日本学生支援機構が令和２年

度に実施した学生生活調査によりますと、約

半数近い学生が何らかの奨学金を受給し、そ

の平均借入総額は３００万円を超えるとのこ

とであり、経済的理由などにより奨学金制度

を利用した後、社会人となったものの数十年

先まで奨学金の返還が続くことへの精神的負

担や経済的不安から結婚や出産をちゅうちょ

してしまうケースなど、奨学金そのものがそ

の後の人生において大きな重荷となっている

のが現状であると思います。

国におきましては、年収が一定額に達する

まで返済が猶予される出世払い型奨学金を大

学院修士課程を対象に２０２４年秋から導入

予定であるとともに、民間企業、団体等が取

り組む奨学金返済支援制度が活用されている

ものと認識しておりますが、様々な制約があ

るなど、いずれもまだ十分とはいえないもの

と考えます。

当市におきましては、経済的理由で就学が
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困難な学生に対し、高校在学中の方には月額

１万円以内、大学在学中の方には月額３万円

を上限として無利子で奨学金の貸付けを行う

制度を設けておられますが、返還支援制度の

創設には至っていないのが現状であります。

また、先般、青森県では青森若者定着奨学

金返還支援制度をスタートさせましたが、こ

れは大学等在学中に日本学生支援機構などの

奨学金の貸与を受け、卒業後に登録企業に正

規雇用された若者が６年間県内で就業かつ居

住した場合に県と登録企業とが同額を拠出

し、奨学金の返還を支援する制度でありまし

て、若者の県内への定着やＵ・Ｉターンの促

進また県内の各産業分野の人材確保を目的と

したものであります。

国によりますと、近年、移住・定住施策の

一環として様々な奨学金返還支援に取り組む

自治体が増加傾向にあり、令和４年６月１日

現在で３６都道府県６１５市区町村が何らか

の返還支援制度を創設しているとのことです

が、当市におきましても奨学金の返還に苦し

む若者に救いの手を差し伸べ、市全体で応援

する取組が必要ではないでしょうか。

どのような環境にあっても、学ぶ意欲を持

つ若者たちにその機会が与えられ、市外、県

外、国外へと羽ばたいていく中で様々なこと

を学び、経験し、成長する。そして、いずれ

はこの三沢を、ひいては日本の未来を担って

もらう人材を育てる意味でも奨学金返還支援

制度の創設を検討する必要があると考えま

す。当市の御見解をお伺いいたします。

３件目は、部活動の地域移行についてお伺

いいたします。

この問題につきましては、昨年９月の三沢

市議会第３回定例会一般質問において舩見昌

功議員が取り上げられておりますが、その後

の取組状況も踏まえ、御質問させていただき

たいと思います。

国は、令和２年９月に学校の働き方改革を

踏まえた部活動改革について、部活動の教育

的意義を踏まえつつ、さらなる学校の働き方

改革を実現するため、令和５年度以降、休日

の部活動の段階的な地域移行を図ることと

し、地域部活動を推進するための実践研究を

行うことを各自治体へ通知いたしました。そ

の後、中学校の休日の部活動を地域へと移行

する取組に対し、地方自治体などから懸念す

る声が相次いだことを受け、国は来年度から

３年間でおおむね地域移行を達成するという

計画を見直し、地域の実情に応じて可能な限

り早期の実現を目指すと達成時期の目標修正

をした上で、すぐに移行が難しい地域は合同

部活動の導入や部活動指導員の配置といった

地域連携を進めるとしています。

今後、当市においても、部活動の地域移行

を進める中で、新たに発生する費用など保護

者への経済的負担増、指導者を含む地域の受

け皿の確保、指導方法、事故等への対応な

ど、持続可能な活動環境の整備に向けては多

くの課題が表面化することが予想されるとこ

ろであります。

そのような中、当市では、これまで保護者

及び市内関係団体等を対象に中学部活動の地

域移行に関する意識調査を行ったとのことで

ありますが、その調査結果はどのような状況

であったのか、また、三沢市特有の課題等が

見えてきたのか。今後の取組と併せてお伺い

いたします。

以上、壇上からの質問を終わります。御答

弁のほどよろしくお願いいたします。

○議長（堀 光雄君） ただいまの西村盛男

議員の質問に対する当局の答弁を求めます。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） おはようございま

す。

ただいまの西村議員御質問の行政問題の第

１点目、子ども・子育て環境のさらなる充実

に向けた取組については私から、そのほかに

つきましては教育長並びに教育部長からお答

えをさせますので、御了承願いたいと存じま

す。

私のこれまでの４年間の市政運営に当たっ

ては、当市の基本理念である「未来へつなぐ

心安らぐ 国際文化都市」の実現のため
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「マニフェスト ネクスト２０２３」を掲

げ、六つの項目を達成するべく市政運営に力

を注いでまいりました。

その項目の中でも、三沢の未来を担うのは

子供たちであるとの思いの下、子育て支援を

重要政策に位置づけ、保育料や医療費などの

親の経済的な軽減はもちろん、三沢キッズセ

ンターそらいえを拠点とした子育て支援の充

実のほか、みさわ子どもしあわせ憲章の制

定、教育環境の充実など、様々な施策を実施

してきたところでございます。

次代を担う子供たちは、地域にとってかけ

がえのない宝物です。そして、子供たちが夢

と希望を持ち、健やかに育つことが私たちの

願いです。２期目の出馬に当たっても、その

ような私の子育てに関する思いに変わりはあ

りません。子育て世代の経済的負担の軽減、

安心して子育てができるよう妊娠から出産、

そして、子育て期にわたる切れ目のない支

援、さらには幼少期から子供たちが将来に夢

や希望を持てるような学校教育現場での取組

など、子育て世代の親御さんからのニーズを

的確に把握しながら、行政はもちろんのこと

市民総ぐるみで子育てを応援する支援体制づ

くりに鋭意取り組み、県内一子供を産み育て

やすい環境の整備を図ってまいりたいと考え

ております。

具体的な政策は今後、次期マニフェストと

して表明してまいりたいと考えております

が、今後におきましては本年４月１日に創設

され、子ども政策の司令塔となるこども家庭

庁の施策の動向に注視しながら、さらなる子

ども・子育て支援の充実に全力を傾注してま

いる所存であります。

私からは、以上です。終わります。

○議長（堀 光雄君） あと、答弁ありませ

んか。

教育長。

○教育長（山内康之君） 行政問題の第３点

目でございます部活動の地域移行に係る取組

状況と今後の方向性についてお答えいたしま

す。

昨年６月に運動部活動地域移行に関する検

討会議から出されたスポーツ庁への提言を踏

まえ、当市といたしましても中学校部活動の

段階的な地域移行を検討しているところであ

ります。

部活動の地域移行の実現のためには、現

在、教職員が主に担っている部活動の指導体

制の見直しと地域における活動の受け皿づく

りを並行して進めていく必要があり、完全移

行に向けて文部科学省から示された令和７年

度までの推進期間に限ることなく、当市の実

情に合わせ、丁寧に取り組んでいく所存であ

ります。

今年度に実施いたしました各調査結果につ

いて御説明いたします。昨年９月に市内小学

校６年生及び中学校１、２年生保護者を対象

として行った中学校部活動の地域移行に関す

る意向調査では、休日の部活動にはどのよう

な活動主体を望むかの問いに対し、約３３％

が部活動指導員、約２３％が学校教員、約１

２％がスポーツ少年団及び各競技団体等、約

１６％が休日の活動はなしと回答し、現行の

学校主体の活動への希望が半数を超えまし

た。懸念される課題として、保護者からは地

域移行に伴う活動場所への送迎に対する不安

が多く聞かれました。

次に、昨年８月に中学生の部活動の受入れ

について、市内各競技団体等に行った調査結

果によると、５１の市内各競技団体のうち、

現段階で休日の中学生の受入れが可能との回

答は１７団体であり、そのうち１２団体から

は平日の受入れも可能との回答がありまし

た。受入れが難しいと回答された団体から

は、課題として指導者の高齢化、中体連など

の参加条件の緩和次第という意見が多くあり

ました。現在、保護者及び生徒への受入可能

団体等の公表に向けて準備を進めているとこ

ろであります。

来年度からは、中体連主催大会の参加条件

の緩和及び県の地域移行推進計画の明示を踏

まえた上で、市内中学生の活動機会の選択肢

を広げることができるよう地域の受入団体と
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の連携を図ってまいります。

また、教育委員会といたしましては、地域

の受入体制が整うまでは現行の学校主体の体

制を維持できるよう現在７名配置している部

活動指導員の増員を検討しているところで

す。

今後も関係部局、校長会、関係競技団体と

連携し、市民の皆様、保護者の皆様への丁寧

な周知を図るとともに、何よりも子供たちの

目線に立ち、これまで中学校の部活動が担っ

てきた教育的な役割が地域移行によって失わ

れることのないよう三沢市の実情に合った体

制づくりに努めてまいります。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 教育部長。

○教育部長（立崎裕輔君） 行政問題の第２

点目、奨学金返還支援制度の創設についてお

答えいたします。

教育委員会では、経済的理由により就学が

困難な状況にあって奨学資金貸付申請がなさ

れた当市出身の学生に対し、高等学校在学生

には月額１万円以内、大学在学生には月額３

万円を限度として奨学資金を貸し付けており

ます。

令和４年度の貸付人数は、昨年度からの継

続貸付者１７名、新規申込者１８名の合計３

５名であり、奨学金の返還者は令和４年１２

月末現在８４名となっております。

御質問の奨学金返還支援制度につきまして

は、青森県で実施している返還免除型奨学資

金制度や他自治体の返還支援制度など先行事

例も見受けられ、数十年先まで奨学金を返還

していくことに不安を抱いている学生や、既

に社会人として働いている方々にとって経済

的な負担の軽減はもとより、心理的な不安の

解消も図られるとともに地元企業等への就職

による人材確保といった施策効果が期待され

ているものと捉えております。

奨学金返還支援制度創設の検討につきまし

ては、先進地の事例なども参考にしながら、

市関係部局とともに検討してまいりたいと考

えております。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 西村議員。

○１３番（西村盛男君） それでは、順に再

質問をさせていただきたいと思います。

まず、１件目、子ども・子育て支援につい

てでございます。

先ほど御答弁を市長よりいただきました。

子育て施策県内一を目指していきたいと強い

決意をお話しされたわけであります。

質問の中でも触れましたが、先般、市長は

子ども医療費給付事業の対象を１８歳まで拡

充するということを昨年１２月定例会で表明

されました。しかしながら、今の情勢を見ま

すと、決してここで歩みを止めてほしくはな

いと思っております。願わくば、私はこの三

沢市がこの地域、県内においても子育て支

援、そういった施策を進める牽引役となって

ほしいと望んでいるわけでありまして、もち

ろん子ども・子育て支援といいましても経済

的負担軽減のみではなくて、やるべきことは

本当に多岐にわたってたくさんあるのは重々

承知しておりますが、それに加えて、何でも

無償化するのが果たしていいのかと賛否両論

があることも承知しております。さらに言え

ば、本来は国ですとか県が主体となって、そ

れぞれの責任の下で実施していただくことが

一番、我々が願うところでありますが、やは

り県内他自治体を見ても、全国を見ても、

様々な取組が進められてきていて、今、待っ

たなしの状況でありますから、子育て支援

策、これを何とか充実させていかなければな

らないと考えているわけであります。

こういった中で、以前も質問において取り

上げさせていただいたかと思うのですが、イ

ンパクトのある支援策で大きな成果を上げて

いる自治体もございます。兵庫県明石市であ

ります。こちらは、市長のリーダーシップの

下、様々な子育て支援策を財源捻出の努力や

予算のシフト、様々な努力を重ねて実現した

一つの先進事例といえますが、この明石市で

は第２子以降の保育料完全無償化、０歳児見

守り訪問「おむつ定期便」、これは生後３か
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月から１歳まで、毎月、赤ちゃんの様子を伺

いながら、おむつを配達するという事業であ

ります。県内でも、むつ市が市内保育施設の

０歳児クラスに通う子供に対し、おしり拭き

とおむつを無償化しているという報道もござ

いました。こういったことをやっていると。

また、明石市では、中学校の給食費無償化、

公共施設の入場料無料化などにも取り組まれ

ております。

よい悪いは別として、非常に市長の思いと

いうかまち総ぐるみで子供たち、子育て世代

を応援していこうという思いが伝わるすばら

しい事例であると思っておりますが、これら

を仮に当市で実施するといった場合、それぞ

れどれくらいの予算が想定されるのか、その

点について再質問させていただきます。

○議長（堀 光雄君） 健康福祉部長。

○健康福祉部長（篠田浩一君） 西村議員の

再質問についてお答えいたします。

兵庫県明石市が独自で行っている、聞くと

ころによりますと五つの子育て支援を実施し

ておりますが、それを当市で実施した場合、

予算的にどの程度になるのかという御質問で

ございますが、現段階では正確な数値をお出

しするのは非常に難しい状況ではございます

が、大まかな数字でのお答えとなりますの

で、御了承願います。

まず、五つの中の一つ目は、子ども医療費

の無償化でございますが、これは令和５年７

月に実施いたしますので割愛いたします。

それから、二つ目の第２子以降の保育料の

無料化についてでございますが、これは当市

で実施した場合、第２子が現在１７６人とな

りますので、その保育料は年間で３,３００

万円となります。

三つ目の０歳児から１歳児までを対象とし

たおむつ定期便という事業による子育て用品

の無償での提供でございますが、明石市では

おむつや粉ミルクなどの子育て用品を１人に

つき１歳になるまで大体約３万円相当の品を

提供しているようでございますが、当市の場

合は、０歳児から１歳児まで約３００人とな

りますので、単純に計算して年間でおよそ９

００万円となります。

次に、四つ目の中学校の給食費の無償化で

すが、明石市では所得制限なしで無償化する

といったものらしいですが、これを担当課に

確認したところ、中学校の給食費を無償化し

た場合、おおよそ年間で４,２００万円にな

るとのことであります。

最後に、五つ目の公共施設の入場料無料化

でございますが、これについては各施設での

料金設定が異なりますので、これについても

正確な数字はなかなか算出するのは難しいこ

とではありますが、概算であります。高校生

以下の方が利用された金額でお答えいたしま

す。まず、寺山修司記念館、先人記念館、道

の駅みさわ斗南藩記念観光村などの観光施設

では、年間で約８０万円であります。それか

ら、国際交流スポーツセンター、アイスア

リーナ、テニスコート、武道館、あと、温水

プールなどの体育施設では、約２２０万円と

なるとのことであります。これによって、公

共施設を無料化した場合、予算額は合計で約

３００万円ぐらいになると思われます。

私からは、以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 西村議員。

○１３番（西村盛男君） ありがとうござい

ました。

どれも非常に重要なことだと思います。市

長が先ほど御答弁した中に、市民のニーズで

すとか子育て世代の声をしっかりと聞きなが

らというお言葉があったかと思います。もち

ろん、声を聞くことというのは行政、政治を

やる者にとって、この聞く力というのは最も

重要であると思います。しかし、それと同じ

くらい市長自身が、リーダーが、政治家がど

のような政策を実現したいか、どのようなま

ちにしたいか、その思いを伝え、市民から共

感と理解をいただくと。伝える力、これも聞

く力同様、重要だと私は思っております。

今後、先ほど申し上げたこともあります

が、リーダーシップを持って子育て施策の取

組、充実を図っていただくことを期待したい
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と思います。

そこで、再々質問でありますが、２期目に

向けて、先ほど明石市の例を取り上げました

が、それらの中で実現したい、手をつけたい

と市長御自身が考えるものはあるのか。もし

くは、単に無償化にするのではなくて、違う

視点で子育て環境の充実を私は図りたいのだ

という思いがあるのか。今後の方向性につい

て、改めて市長のお考えを伺いたいと思いま

す。

○議長（堀 光雄君） 市長。

○市長（小檜山吉紀君） 西村議員の再々質

問にお答えしたいと思います。

今、明石市の例を出しました。大変充実し

ていると思いますが、あそこは確か姫路市と

神戸市の間ぐらいにあって、非常に人口規模

も大きいところでございます。青森県には３

０万人以上のああいう大きい人口規模のとこ

ろはないはずです。そしてまた、財政規模等

もございます。

そういったこともありまして、単に当市の

事業に当てはめるのではなく、子育て世代の

お父さんやお母さんの悩みやニーズを的確に

把握し、本当にこの地域で必要なものは何か

を見極めることが一番重要だと考えておりま

す。

これまでにも子育て世代ニーズを当市の政

策に反映してきていると自負していますが、

今後においても、そのニーズを事業化するた

めに、今度、こども家庭庁ができるわけです

から、国の施策との調整を図りながら市民総

ぐるみで子育てを応援する仕組みづくりに取

り組んでまいりたいと考えております。

私からは、以上です。

○議長（堀 光雄君） 西村議員。

○１３番（西村盛男君） 子ども・子育て支

援の充実というのは、少子化対策にも直結す

るものですから、長い目で見れば人生の先輩

方、高齢者の方々への対策にもつながってく

るものであると思います。

市長もおっしゃいました聞く力、大事だと

思います。しかし、自分の思いを形にしてい

く伝える力、実現する力、リーダーシップ、

これも非常に重要だと思いますので、今後、

そういったリーダーシップを発揮していただ

きながら、子育て環境の充実を図っていって

いただきたいと思うわけであります。

では、再質問を次に移ります。

奨学金返還支援制度について再質問させて

いただきます。

継続申請が１７名、新たに申請された方が

１８名、計３５名であると。現返還者が８４

名であるといったような御答弁をいただいた

かと思います。

私もある機会に、奨学金を利用された方か

らお話を伺う機会がございました。やはり、

今、物価高騰ですとか長引いていたコロナ禍

において、非常に将来の不安を抱えている

と、今、本当に生活するのが苦しいのだとい

うことをとうとうと述べられていて、私も非

常に何とかしてあげたいなという気持ちにな

りました。その方はもちろん、将来、結婚や

子育てをしたいと、その先には、やはりここ

まで育ててくれた親へ恩返しをしたいという

思いを語ってくれました。

そのときの感情だけで行政というか政治を

やってはいけないと思うわけでありますけれ

ども、本当に何とかしなければいけない、何

とかしてあげたいなと思いましたし、そう

いったところに光を当てるというかスポット

を当てるのが行政、そして、政治の力である

のでは、役割であるのではないかと思いまし

た。やはりやるべきことは、市として、町と

して、この町に生まれた子供たち、若者を市

外、県外、国外へとどうぞ行ってくれと送り

出して、その場でそれぞれの地域で市外、県

外、そして、国外からこの町を、この日本を

見てもらって、多くのことを学んで経験をし

て、いずれはこの故郷に帰ってきてもらえる

ように、このまちをよりよくしていくのが

我々大人の責任だと思っています。

様々述べましたが、県内では八戸市が特別

奨学金制度、償還免除型、給付型の２種類に

分けて実施されている例もあるわけでありま



― 53 ―

す。給付型というのも一つの考えだと思いま

す。しかしながら、やはり予算がかかること

でありますし、教育的観点から見たときにど

うなのかという議論もあるかと思います。教

育部局のみでこれを進めることは非常に難し

いものと認識しております。

次代を担う若者たちを応援する環境を整え

る、そういった観点からも、市として実現に

向けて取り組む考えはないのか、そこをお伺

いしたいと思います。

○議長（堀 光雄君） 市長。

○市長（小檜山吉紀君） 西村議員の再質問

にお答えいたします。

かつては、一度就職すると定年まで勤め上

げるのが一般的でありました。また、賃金も

物価も上がり続けていました。そのため、奨

学金返還の負担が今より重くなかったと考え

ております。

しかし、今はグローバル化とＩＴ技術の進

歩により、経済の在り方、社会構造、人々の

価値観、ライフスタイルが大きく変化してお

ります。このため、奨学金返還が本人の望ん

でいるライフスタイルの妨げになることもあ

るのではと危惧しております。

そこで、「未来へつなぐ 心安らぐ 国際

文化都市」を標榜する当市においては、給付

型の奨学金創設が必要であると考えます。現

行の奨学金制度とのすみ分けや制度設計に速

やかに着手し、借り手の人生を拘束しない給

付型奨学金を創設し、若者を未来へつないで

まいりたいと思います。

これは、私の政治決断として、実行したい

ではなくて実行いたします。

以上です。

○議長（堀 光雄君） 西村議員。

○１３番（西村盛男君） お願いします。

では、再質問を次に移りたいと思います。

部活動の地域移行についてでございます。

調査結果をお示しいただきました。現行を

キープしていただきたいという声が多かった

ように受け止めましたが、やはりまだまだ部

活動の地域移行の全体像がはっきりと見えて

いない中で保護者の方々もこのアンケートに

お答えになったと思いますが、今後、またこ

の数字が変わってくることは想定されるわけ

でありますが、地域移行に関しては様々な議

論がありますが、県内他自治体を見ても、も

う既に走り出している、地域クラブのような

ものをつくって、そこへバスで送迎をしてな

ど先行して進んでいる自治体も見受けられま

すが、やはり子供たちの思いというか、あと

は現場の教員の方々の負担軽減等、様々考え

ますと、これは慎重に進めていくべき問題で

あると思っております。

しかしながら、やはり、今後、先々を考え

れば、地域移行を考えれば、各団体ですとか

受け皿をしっかりと計画的に整備していくと

いうか連携をしっかりと深めていかなければ

ならないものと思います。

先ほどの御答弁の中には、来年度、活動機

会の選択肢を広げる、また、地域受入団体と

の連携を図るというお言葉があったかと思い

ますが、具体的にはどのような内容であるの

か、その点について再質問させていただきた

いと思います。

○議長（堀 光雄君） 答弁願います。

教育長。

○教育長（山内康之君） 再質問にありまし

た、来年度、活動機会の選択肢を広げるとい

うことと地域の受入団体との連携を図ること

についての再質問にお答えいたします。

現在、中学校の部活動において地域のクラ

ブ等が主体となって実施していただいている

のは、水泳、アイスホッケー、フィギュアス

ケート、グラウンドホッケーなど、限られた

競技となっております。

今後は、その他の競技においても中学生を

受け入れてくださるクラブ等を増やしていく

ことが活動機会の選択肢を広げることになる

ものと認識しております。

また、実際に中学生を受け入れることによ

る課題や改善策等を受入団体と共有する場を

設けることによって連携を図ってまいりたい

と考えております。
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以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 西村議員。

○１３番（西村盛男君） ありがとうござい

ました。

部活動の地域移行、再々質問させていただ

きます。

答弁の内容を承知いたしました。今後、進

めるに当たって、様々な課題が出てくると思

いますし、もちろん教育部局だけではなかな

か難しい課題もあるかと思います。

質問の中でも若干触れましたが、やはり家

庭負担を今後、軽減できるような取組であっ

たり、地域によって不公平感が生まれないよ

うな公平性の担保も考えなければなりませ

ん。

また、この機会に可能かどうかは別とし

て、これは子供たちのやりたい競技というか

視野を広げる一つとして、新たな競技、これ

は中体連等との兼ね合いもあるかもしれませ

んが、新たな競技、ニュースポーツといわれ

ているスケートボードやボルダリングまたダ

ンスとか、文化部であればプログラミングと

か、今、子供たちがやりたい、興味を持って

いるようなものを取り入れることも一つでは

ないのかと思っておりますし、そういった場

合には、各協会、団体もそうですが、民間の

事業者、三沢市内にもそういった指導をやっ

てみたいという方々がおられると思うので

す。そういった方々また三沢市だけではな

く、他自治体との広域連携というものも一つ

視野に入れながら、ぜひとも検討をしていく

べきだと私は思っております。

そして、再々質問ですけれども、部活動の

地域移行というのは、やはり運動部にどうし

てもスポットが当たってしまうような気もす

るのですが、文化部に関して三沢市内では吹

奏楽部ですとか様々文化部の活動も行われて

いると思いますが、今後、どのような形で取

組が進められていくのか、そちらについて

再々質問とさせていただきます。

○議長（堀 光雄君） 教育長。

○教育長（山内康之君） 文化部の予定につ

いてはどうかとの再々質問にお答えいたしま

す。

現在、文化系の部活動においても、運動部

活動同様に地域移行に向け検討しているとこ

ろであります。令和５年度には、新たに文化

部活動指導員の配置を検討しているところで

もあります。文化系の部活動も、地域移行に

よって生徒がコンクールに参加できないなど

不利益が生じることのないよう、各中学校か

らの要望に合わせて、より質の高い活動機会

の整備に努めてまいりたいと考えておりま

す。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 以上で、西村盛男議

員の質問を終わります。

それでは、一般質問を次に移ります。

小比類巻孝幸議員の登壇を願います。

小比類巻議員。

○４番（小比類巻孝幸君） おはようござい

ます。議席４番、市民クラブの小比類巻孝幸

です。

通告に従いまして、２点質問させていただ

きます。

まず、官民連携によるまちなか再生の推進

についてであります。

近年、地方都市が抱える問題として、少子

高齢化や交通手段としての自家用車の増加な

どにより、古くからの市街地であるまちなか

の利用者数は減少しており、それに伴って商

業地の活力が低下するという深刻な状況と

なっております。

三沢市においても、市街地の活性化、特に

商店街や駅前などの魅力を改めて発信し、各

事業者のオリジナリティーを十分に発揮でき

る環境の中で、集客や人流を再び取り戻した

いという地域再生を望む声が市民や中小企業

者から寄せられており、早急に取り組まなけ

ればならない問題と考えます。

しかしながら、それぞれの地域によって抱

えている問題の詳細や、それに対する方策は

異なります。問題の解決には、市民、事業

者、行政など多様な関係者が連携し、それぞ
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れの地域における将来像、未来ビジョンを

しっかり策定した上で、まちなか再生を協同

で進めることが必要です。

現在、国では、官民連携によるまちなか再

生推進の補助事業が複数あり、周辺自治体に

おいても、市民、事業者と行政が連携し、有

識者の協力の上で地域再生に取り組んでいる

事例があります。国土交通省の官民連携まち

づくりポータルサイトによりますと、都市再

生推進法人制度を利用した事例として、むつ

市では、むつまちづくり株式会社を平成２５

年から立ち上げ、官民一体での市街地再生の

ためのエリアマネジメントやタウンプロモー

ションを行っています。さらに、八戸市にお

いては、市商工会議所、商店会、地域事業所

などの出資で、株式会社まちづくり八戸が平

成１９年に設立されており、現在では、八戸

工業大学、八戸市、株式会社まちづくり八戸

の三者で中心市街地のまちづくりに関する課

題解決について連携して取り組む協定を結

び、毎年、大学生が授業の一環として、市内

の諸課題について研究し発表を行うなど、時

代に合った地域の未来ビジョンの創生ととも

に次世代を担う人材の育成につなげていま

す。

官民連携によるまちなか再生は、第二次三

沢市総合振興計画でも課題となっているまち

のにぎわいづくりと関係人口の創出に直結し

た施策であります。この課題を解決するため

には、多様な視点を持った人材の育成に長期

的に取り組むとともに、それぞれの地域にお

いて熱意と実行力のある人物及び後継者を掘

り起こしていくことが重要であると考えま

す。

そこで、三沢市の政策として、官民連携に

よるまちなか再生を推進する考えはないかお

答え願います。

続きまして、三沢市の歴史的資料の活用に

ついて質問いたします。

地域の歴史的資料を後世に残し、インター

ネット上で多くの人が共有、利用できるデジ

タルアーカイブ化の取組が多くの自治体で広

がっています。デジタルアーカイブ化によ

り、自治体や図書館では文字や絵画、写真に

限らず、音声や映像などデジタル化が可能な

情報のほぼ全てを一元的に管理、公開できま

す。利用者は、その情報へアクセスすること

で多様な用途に合わせて広く閲覧、活用する

ことが可能となります。

三沢市立図書館の指定管理者でもある株式

会社図書館流通センターでは、デジタルアー

カイブを検索、閲覧するためのクラウド型プ

ラットフォームシステム「アデアック」を公

開しており、現在、全国の市町村の図書館を

中心とした１３３機関がこのシステムを利用

しています。青森県内では、弘前市立図書館

がこのシステム上で市史文書や絵図など２,

５００を超える情報コンテンツを公開してい

ます。

三沢市においても、記録映像、写真や文書

などを文化的な遺産としてデジタル保存し公

開することができれば、小学校のコミュニ

ティースクールや中学校の課題研究学習など

における教育的な視聴覚資料としての活用や

三沢市の郷土史を広く公開発信することで、

市内外の人々の文化的交流などの地域振興に

つながる重要な施策と考えます。三沢市の資

料においても、過去の情景、世相を記録した

映像資料については、視覚的に分かりやす

く、視聴者に伝えられる情報量も多い優れた

資料でありますが、反面、古い８ミリフィル

ムなど記録媒体の種類によっては、映写、再

生やデジタル化の変換作業が難しくなってい

るものや、劣化、損傷が進んでいるものなど

が多く、早急に収集、保全が必要であると考

えます。

そこで、三沢市が現在保有している歴史的

資料の種類と、それらのデジタルアーカイブ

化による活用についての考えをお答え願いま

す。

以上で、私の一般質問を終わらせていただ

きます。御答弁のほどよろしくお願い申し上

げます。

○議長（堀 光雄君） ただいまの小比類巻
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孝幸議員の質問に対する当局の答弁を求めま

す。

市長。

○市長（小檜山吉紀君） ただいまの小比類

巻孝幸議員の御質問の官民連携によるまちな

か再生の推進については私から、そのほかに

つきましては教育部長からお答えをさせます

ので、御了承願いたいと存じます。

地方自治体を取り巻く環境は、厳しい地方

財政や人口減少、少子高齢化問題など、近

年、大きく変化するとともに、価値観の多様

化から地域の課題もますます複雑化しており

ます。このような状況の中、財政の健全化を

保ちつつ地域の諸問題を解決するためには、

行政、企業、住民など、官民一体となって課

題解決に取り組む必要があります。

さて、今定例会に提案いたしました第二次

三沢市総合振興計画後期基本計画は、当市の

今後５年間の進むべき道を示したまちづくり

のビジョンであります。本計画の取りまとめ

に当たっては、三沢市まちづくり座談会にお

ける市民の意見を踏まえつつ、産学官等の有

識者及び公募により市民で組織される三沢市

総合計画審議会において４回にわたる審議を

経た上で作成しております。

また、計画の推進に当たっては行政だけで

はなく、企業、まちづくり団体、町内会な

ど、様々な主体と協同して取り組むこととし

ております。

御質問の官民連携によるまちなか再生につ

いてでありますが、コロナ禍を契機とした社

会情勢の変化及び住民意識の変化を的確に捉

えつつ、まちのにぎわいを創出していくため

には、関係者や地域住民だけではなく、若者

や女性など幅広く御意見を伺うことが重要で

あります。

このことから、まずは地域の将来を支える

人材育成の観点から、まちづくりに興味のあ

る方などを対象に、専門家や有識者等による

講座を開くとともに、他市町村の事例を研究

しつつ、まちなか再生、まちのにぎわい創出

の方向性や手法等について、当該講座参加者

を含めて、広く市民の皆様と意見交換をして

いきたいと考えております。

私からは、以上であります。

○議長（堀 光雄君） 教育部長。

○教育部長（立崎裕輔君） 御質問の第２点

目、市の歴史的映像資料の活用についてお答

えいたします。

近年、保護、保存、活用などが課題となっ

ている歴史的に価値が高い文化資産をデジタ

ル化し、ウェブサイト等で公開することで多

くの人が時間や場所を選ばず閲覧できるデジ

タルアーカイブの取組が多くの自治体で進め

られているところでございます。

このことから、当教育委員会におきまして

も、現在、市立図書館の指定管理者である株

式会社図書館流通センターとともにウェブサ

イトを構築し、公開に向けて調整を進めてお

ります。

導入につきましては、映像資料などを劣化

や消滅の危機から守ることに加え、文化資産

を地域の魅力として市内外に発信するととも

に学校等での郷土教育の教材として提供し活

用いただくことを目的としております。

教育委員会で保管、もしくは所在を把握し

ている映像資料といたしましては、市勢映画

「蒼い空と碧い海のまち－三沢市の軌跡－」

のほか、ミス・ビードル号についての映像や

小川原湖付近の自然風景映像など数点に留ま

り、映像資料数としては大変少ないのが現状

でありますが、その中で手始めといたしまし

て、市勢映画をアーカイブ上に公開する準備

をしているところであります。

現在は市立図書館指定管理料の中の限られ

た予算や人員で対応していることから、毎年

の更新の規模や頻度は限られますが、今後、

関係部局との協議、検討を踏まえ、将来的に

は児童生徒がタブレットなどを用いて閲覧で

きるよう、ウェブサイトのアーカイブ映像資

料充実に向けた体制の構築を目指してまいり

たいと考えております。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 小比類巻議員。
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○４番（小比類巻孝幸君） 御答弁ありがと

うございました。

質問順に再質問させていただきたいと思い

ます。

まずは、官民連携によるまちなか再生の推

進についてです。

ただいま市長のほうから、やはりこの第二

次三沢市総合振興計画の中でも大事な施策だ

というようなお話をいただきました。具体的

には若者、女性、そういったところをター

ゲットに専門家による講座を開いていくとか

そういうお話をいただきましたけれども、そ

れを踏まえての再質問ですが、やはり今まで

もそういう啓蒙的な講座ですとかセミナーと

いうものは開かれていると思います。

ただ、一般的な内容ですとか将来に向けて

とかそういったことでありますと、地域の再

生、今、私の本質問でも触れましたけれど

も、それぞれ地域によって、例えば、商店

街、駅前、少子化の進む地方の地域、それぞ

れで問題点が全然違う、また、それに向かう

取組ができる人たちの人材も全然違う、そう

いった問題が変わっていく地域それぞれにつ

いての再生について考えなければいけないと

思います。異なる問題を抱えた地域ごとに熱

意を持って取り組む人材を集めて、それを掘

り起こして集めて行政としてできることを

やっていくというのが必要だと思います。

行政として、まずどういった地域に三沢市

は重きを置くのか、再生する地域、どういっ

たところにスポットを当てて重点地区とする

のか。それに対して、実行できる内容、ま

た、今言ったセミナーですとか、講座ですと

か、まちづくり座談会の継続といったことで

あれば、すぐ来年度４月からスタートできる

ことだと思います。その時期、そういった具

体的な内容を、市としてのお考えを確認させ

ていただきたいと思います。よろしくお願い

いたします。

○議長（堀 光雄君） 答弁願います。

政策部長。

○政策部長（山﨑 徹君） 取組に当たって

具体的な内容をという再質問にお答えいたし

ます。

議員が今おっしゃいましたように、まちづ

くりに当たってはその方の立場によって様々

な御意見があると思います。その中で、まち

なか再生、まちのにぎわい創出に当たって、

やる気と行動力のある人材が必要となりま

す。

このために、まず地域の未来を支える人材

育成という観点から、若者やまちづくりに興

味のある方を対象にまちづくり講座、まちづ

くり再生講座、これにスポットを当てた講座

を開催したいと考えております。

また、今年度、三沢市総合振興計画後期基

本計画の中で、まちづくり座談会を開催しま

したけれども、まちづくり座談会の形で関係

者や地域住民だけでなく、様々な立場の方か

ら幅広く御意見を伺っていきたいと考えてお

ります。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 小比類巻議員。

○４番（小比類巻孝幸君） やはりそれぞれ

の問題点を共有する市民の意見を幅広く聞い

ていただけるというお話だと確認いたしまし

た。

もう一つ必要だと私が思うところは、やは

りこちらの行政側のほうもこういう国の制度

を使って市民と一緒にやっていくというため

には、その専門家を育成する、もしくは行政

のほう、国のほうを経験した人を登用してい

く、そういった行政のほうも変わっていかな

くてはいけないのではないかと思いますの

で、ぜひそちらのほうの取組についても真剣

に考えていただきたいと思います。再々質問

はございません。

それでは、２点目の三沢市の歴史的資料の

活用について再質問させていただきたいと思

います。

ただいま教育部長のほうからデジタルアー

カイブ化に向けてウェブサイトの公開の準備

をしているという私も非常に楽しみな御答弁

をいただきました。ありがとうございます。
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ただ、今の御説明でもありましたように、

非常に見ていて多くの人が、子供でも見てい

て楽しみに見られるような映像資料が非常に

少ないというお話でした。やはり、ミス・

ビードルの話であっても、三沢市の変遷の飛

行場ですとかそういう話であっても、やはり

動きがあって世相が見られる、そのときの情

景ですとか人々の服装ですとかお話ですと

か、そういうことが具体的に見られる映像資

料というのはすごく大事だと思います。

資料は持っていないというお話でしたけれ

ども、例えば、学校ですとか町内会などの民

間の団体または民間の放送事業者、テレビ局

ですとかといったところでは、その行事や報

道について非常に熱心に記録を取っている方

もいらっしゃるのではないかと、また、保存

されているところもあるのではないかと思い

ます。

このデジタルアーカイブ事業、今、ウェブ

サイトの公開を皮切りでいいと思います。映

像資料が最初に出てくるというところで非常

にインパクトがあると思いますので、ぜひそ

れを皮切りにして、広く市民、もしくはそう

いう事業者に広報して資料の発掘、提供を広

く呼びかける、また、著作権などがあるもの

は積極的にその映像資料利用の協定などを結

ぶ、そういうことをやっていけば、よく、い

や、難しい、難しいと言われるようなことも

クリアできるのではないかと思います。

ぜひ三沢市民が楽しめる、また、誇れる特

徴的なデジタルアーカイブをつくっていただ

きたいと思いますが、将来のそういう活動に

向けて、市側はどのようにお考えなのかお知

らせください。お願いいたします。

○議長（堀 光雄君） 教育部長。

○教育部長（立崎裕輔君） 再質問にお答え

いたします。

市民から、もしくは地域、それから放送事

業者等からの映像、写真等を含めた資料収

集、それを公開していくということについ

て、どのように考えているのかという御質問

であったかと思います。

議員おっしゃるように、市民の皆さんが所

有されている映像、放送事業者も含めた映

像、写真等も含めたそういった資料の中に

は、市の歴史を振り返ることのできるような

後世に引き継ぐべき文化資産と位置づけられ

るような資料も少なからず存在しているもの

と認識しております。

資料の収集に当たりましては、今後、どの

ように展開していくかなどをアーカイブの運

営管理方針を定めるとともに、市民の皆様か

らの収集手法や公開に係る肖像権、著作権の

法的処理など、資料のデジタル化への体制整

備を検討の上、進める必要があると思われま

す。

映像資料などの劣化や消滅の危機から貴重

な歴史文化資産を守るといった観点からは、

速やかな対応が必要であると思われますが、

教育委員会といたしましては、先進事例等を

参考に、まずは体制の整備について検討して

まいりたいと考えております。

以上でございます。

○議長（堀 光雄君） 以上で、小比類巻孝

幸議員の質問を終わります。

これをもって、一般質問を終わります。

─────────────────

◎日程第 ２ 議案第 １号から

日程第３０ 議案第２９号まで

○議長（堀 光雄君） 次に、日程第２ 議

案第１号令和５年度三沢市一般会計予算から

日程第３０ 議案第２９号令和４年度三沢市

一般会計補正予算（第１１号）までを一括議

題といたします。

─────────────────

◎日程第３１ 総括質疑

○議長（堀 光雄君） 日程第３１ ただい

ま一括議題といたしました全議案に対し、総

括質疑を行いますが、通告がありませんの

で、総括質疑を終結します。

─────────────────

◎日程第３２ 特別委員会の設置及

び議案の付託

○議長（堀 光雄君） 日程第３２ 特別委
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員会の設置及び議案の付託を行います。

お諮りします。

ただいま一括議題となっております議案の

審査に当たりましては、１６名をもって構成

する予算審査特別委員会、８名をもって構成

する補正予算審査特別委員会、８名をもって

構成する条例等審査特別委員会をそれぞれ設

置し、これに付託の上、慎重に行いたいと思

いますが、これに御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○議長（堀 光雄君） 御異議なしと認めま

す。

よって、予算審査特別委員会、定数１６

名、補正予算審査特別委員会、定数８名、条

例等審査特別委員会、定数８名をそれぞれ設

置し、これに付託することに決しました。

それでは、議案の付託を行います。

予算審査特別委員会には、議案第１号から

議案第８号までの計８件を、補正予算審査特

別委員会には、議案第９号から議案第１４号

まで及び議案第２９号の計７件を、条例等審

査特別委員会には、議案第１５号から議案第

２８号までの計１４件をそれぞれ付託しま

す。

─────────────────

◎日程第３３ 特別委員会委員の選

任

○議長（堀 光雄君） 日程第３３ 特別委

員会委員の選任を行います。

ただいま設置されました３特別委員会の委

員の選任については、三沢市議会委員会条例

第８条第１項の規定により、お手元に配付し

ております特別委員会委員及び付託議案一覧

表のとおり指名します。

なお、特別委員会委員の方々は、次の休憩

中に、委員長、副委員長をそれぞれ互選し、

議長まで報告願います。

また、ただいま設置されました各特別委員

会の組織会は、はじめに予算審査特別委員会

を大会議室において行い、引き続き補正予算

審査特別委員会を大会議室、条例等審査特別

委員会を第２会議室において、それぞれ願い

ます。

この際、委員会開催のため、暫時休憩しま

す。

午前１１時１６分 休憩

────────────────

午前１１時２３分 再開

○議長（堀 光雄君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。

先ほど設置されました３特別委員会の委員

長、副委員長の互選の結果を報告します。

予算審査特別委員会委員長、堤喜一郎委

員、副委員長、西村盛男委員。補正予算審査

特別委員会委員長、佐々木卓也委員、副委員

長、下山光義委員。条例等審査特別委員会委

員長、春日洋子委員、副委員長、瀬崎雅弘委

員とそれぞれ決した旨の報告がありました。

─────────────────

○議長（堀 光雄君） 以上で、本日の日程

は終了しました。

なお、明日から１６日までは、特別委員会

審査等のため、本会議は休会となります。

次回本会議は、１７日午前１０時から会議

を開きます。

本日は、これをもって散会します。

午前１１時２４分 散会


